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１．基礎情報 

 

１．１ 愛知県名古屋市について1 

 

■ 名古屋市の位置と気候 
 
 名古屋市は、本州中央部の濃尾平野

に位置し、伊勢湾に南面しています。

面積は 326.45 km2で、緩やかな東高西

低の地勢です。人口は、昭和 44 年に
200万人を突破し、現在は約 225万人
です。気候は、比較的穏やかとされて

いますが、夏の平均湿度は 70%を超す
ことが多くてむし暑く、冬は「伊吹お

ろし」と呼ばれる冷たい北西の季節風

が吹き、季節により厳しい面もありま

す。 

名古屋市の気候 （平成 19 年） 

平 均 16.6  
最 高 39.4  気温(℃) 
最 低 -0.9  

日照時間（時間） 2,125  
降水量（mm/y） 1,270       愛知県名古屋市 

 
■ 名古屋市の特徴2 
 

名古屋市は、江戸と京・大阪の間に位置し、古来より交通の要衝地で、肥沃な濃尾

平野や豊かな海の幸に恵まれた伊勢湾、そして、木曽川の上流から供給される良質な

木材資源があり、町が作られた時から発展する可能性を持った場所でした。 
名古屋城は、徳川家の強大な力を背景に築かれ、復元計画が進められている本丸御

殿は近世城郭御殿の最高傑作といわれています。街ができれば様々な職人が集まり腕

を競うため、和時計の技術はからくり人形づくりに応用され、その技術は日本が近代

国家の仲間入りをしてからも、近代産業に応用されてきました。 
こうして受け継がれたものづくりの技術と精神は、いまや航空宇宙産業、輸送器機、

ファインセラミックス等、日本の未来を導く産業都市として発展を続けています。 
 

                                                  
1 名古屋市ホームページ http://www.city.nagoya.jp/ 
2 財団法人名古屋観光コンベンションビューローホームページ 

 http://www.ncvb.or.jp/contents/brand/exp.php?cat_id=2 

愛知県名古屋市 
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１．２ 名古屋市のＰＲＴＲ排出量の概要3 

 

■ 届出状況 
 

2007年度は、名古屋市内の事業所から 534件の届出がありました。 

2007 年度届出状況 

業  種 届出件数 業  種 届出件数 
燃料小売業 279 一般機械器具製造業 9 
自動車整備業 55 石油卸売業 8 
金属製品製造業 36 電気機械器具製造業 8 
化学工業 27 その他 83 

輸送用機械器具製造業 15 合  計 534 

下水道業 14   

 

■ 届出された排出量の状況について （2007年度届出、2006年度排出分） 
 

2007年度に届出された総排出量は 2,058,018.1 kgでした。媒体別排出量の詳細は、
大気へ 1,826,913.0 kg（88.8%）、公共用水域へ 231,105.1 kg（11.2%）で、土壌及び事
業所内の埋立処分はなく、ほとんどが大気への排出となっています。 

2006 年度 PRTR 対象物質の媒体別排出量 

媒  体 排出量(kg) 割合(%)

大  気 1,826,913.0 88.8 

公共用水域 231,105.1 11.2 

土  壌 0.0 0.0 

埋  立 0.0 0.0 

合  計 2,058,018.1 100.0 

 

 

                                                  
3 PRTRファイル記録事項 平成 20年２月公表（開示請求データ） 

0.0%

11.2%

0.0%

88.8%

大気

公共用水

土壌

埋立

合計排出量 
2,058,018.1kg 
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■ 大気への届出排出量上位物質 
 

2006 年度に大気への排出が多かった物質 

物質名 排出量(kg) 割合(%)
トルエン 813,034.2 44.5 
キシレン 529,604.7 29.0 
エチルベンゼン 191,136.5 10.5 
その他 293,137.6 16.0 

合  計 1,826,913.0 100.0 

 

■ 公共用水域への届出排出量上位物質 
 

2006 年度に公共用水域への排出が多かった物質 

物質名 排出量(kg) 割合(%)

ふっ化水素及びその水溶性塩 85,019.8 36.8 

ほう素及びその化合物 51,185.1 22.1 

マンガン及びその化合物 46,462.8 20.1 

その他 48,437.4 21.0 

合  計 231,105.1 100.0 

 
 
 

【参考】 PRTR 届出＋届出外排出量の状況（2005 年度排出分）4 
 
 名古屋市で 2005年度に環境中に排出されたPRTR対象物質は下図に示す通りで
す。合計 6,700,498 kgのうち、対象事業所の排出量が 2,699,037 kgで全体の 40.3%
でした。一方、届出外排出量は 4,001,461 kgで全体の 59.7%を占め、うち一般市
民に関係する家庭、移動体からの排出量は 2,052,773 kgで、全体の 30.6%でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
4 環境省「PRTRデータ活用環境リスク評価支援ツール（2005年度）」のデータより集計 

44.5%

16.0%

29.0%

10.5%

トルエン

キシレン

エチルベンゼン

その他

36.8%

21.0%

22.1%

20.1%

ふっ化水素

ほう素

マンガン

その他

合計 
1,826,913.0 

kg 

合計 
231,105.1 

kg 

2500 199 1082 866 473 1580

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

大気（届出） 公共用水域（届出） 土壌（届出） 埋立処分（届出）

対象業種（届出外） 非対象業種（届出外） 家庭（届出外） 移動体（届出外）

届出排出量
（40.3%）

届出外排出量
（59.7%）

単位 ： ｔ
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１．３ 三菱電機㈱名古屋製作所の地域への取組 

 
■ 工場見学の受け入れ5 
 

中部エネルギーパークのホームページ等、

工場見学を通じて、省エネルギー製品等の紹

介をしています。 
 
 
 
 
■ 秋祭り 
 

年に一度、社員や地域の方に参加いただき

「秋祭り」を開催しています。特に、戦隊ヒ

ーローショーは子ども達に大人気で、握手会

には長蛇の列ができます。また、お手ごろ価

格の屋台や大抽選会等もあり、地域の方に親

しまれている行事です。 
 
■ 体育館・グランドの開放 
 

グランド、テニスコート、体育館等の福利

厚生施設は、地域の方にも開放され、健康増

進やふれあいの場として活用いただいていま

す。 
 
 
 
■ 周辺清掃 
 

工場周辺の清掃は関係会社に委託するだけ

でなく、工作部門の班長の自主的な活動によ

り月に１回、早朝 7：30から 8：00頃までの
時間帯で、通路に投げ捨てられた空き缶やタ

バコの吸殻等のゴミ拾いを行っています。 
 
 

                                                  
5 「三菱電機株式会社名古屋製作所環境レポート 2008」より抜粋 
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２．目的と事前準備 

 
２．１ 実施のきっかけ 

 
名古屋市では、化学物質管理の一環として、平成 19年度からモデル的にリスクコミュニ
ケーションを実施し、市域全体の化学物質対策に役立てるよう努めています。 

20 年度の実施にあたり、御協力いただけそうな事業所を検討したところ、祭りや施設の
開放等を行う等、日ごろから地域とのコミュニケーションを図り、かつ、平成 19年度に名
古屋市エコ事業所※優秀賞を受賞された三菱電機㈱名古屋製作所が候補に上がりました。 
すでに同社の他工場でリスクコミュニケーションを経験されていたこともあり、本市よ

りモデル事業として開催を打診したところ、快諾していただきました。 
 
※エコ事業所 
事業活動における環境に配慮した取組を自主的かつ積極的に実施していると名古屋市

が認定した事業所。 
 
 
２．２ 目的 

 
化学物質による環境リスクを減らすためには、市民、事業者、行政等が化学物質に関す

る情報を共有して相互理解を図ることにより、地域全体で化学物質の適正管理と排出抑制

に取り組んでいくことが重要です。 
そこで、今回は、現在行われている祭りや施設開放といったコミュニケーションから、

工場見学や意見交換といったより高度なコミュニケーションに取り組んでいただきました。 
事業活動に関して、実際に見る、直接話をする・聞く、意見を交換するといった機会を

持つことで、お互いの理解も一層深まり、今後の地域における環境保全にもつながること

を期待しました。 
 
 
２．３ 開催に向けた準備 
 
８月下旬に行政から事業者に打診し、開催日を半年後の２月に決定しました。 
その後は、なごや化学物質リスクコミュニケーション懇談会※が作成した「－なごや発

－化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ」に基づき、事業者と行政の間で何度か

打ち合わせを行いながら参加者や説明資料、工場見学コースの決定等の準備を進めました。 
 
・参加者について 
意見交換参加者の人数は、相互に意見を伝えあえる規模の人数としました。 
地域住民は、事業所から排出される化学物質の影響を受ける可能性がある地域の小学

校区から、事業者が役員を通じて依頼、募集しました。 
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傍聴者は、市内の化学物質取扱事業者のうち、同年度に行ったリスクコミュニケーシ

ョン講座の参加者から募集した他、リスクコミュニケーション懇談会の委員等にも参加

していただきました。 
 
・環境への取組についての説明資料 
化学物質管理を中心に、省エネ活動等、環境保全に関する事項も加えた内容としまし

た。「事業者が提供したい情報」と「参加者が求めている情報」を上手く組み立て、分か

りやすく説明するのに適した資料作成を心がけました。 
 
・工場見学 
化学物質に関係の深い、塗装工程の見学を盛り込みました。また、説明が十分に伝わ

る人数にグループ分けを行いました。 
 
・直前打ち合わせ 
開催の 10日程前にファシリテーター、インタープリター（化学物質アドバイザー）に
現地にお越しいただき、事業者、行政とともに当日のスケジュール、配席、資料等の確

認を行いました。 
 
※なごや化学物質リスクコミュニケーション懇談会 

名古屋市が、化学物質による環境リスクについての情報や意見の交換、リスクコミュ

ニケーションの実施についての提言や助言を行うことを目的として設置。 
 
 
２．４ 住民への事前アンケート調査 

 
 住民が三菱電機㈱名古屋製作所に対して日頃からどのような関心や意見を持っているか

を事前に把握し、適切な情報提供と意見交換を行うことができるよう、三菱電機㈱名古屋

製作所より住民に対して事前にアンケート調査を実施しました。 
 
■ 回答状況 
 

依頼数 回答数 回答率 
11 名 ７名 63.6％ 
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■ 三菱電機㈱名古屋製作所に関してどんなイメージがありますか？ 
 
・工場の周辺も清掃が行き届き楽しく道が歩け心清らかに思う。また春は桜が非常に美

しく楽しく歩ける。工場内のことは少々分からない。 
・日頃前を通るたびに外壁・花壇等が非常にきれいにされている。 
・以前に比べ会社員の行動が静かになった。 
・日本を代表する大きな会社。 
・明るい雰囲気がよい。 
・外溝を 10年程前に改修され「グリーン」のイメージに変わりよくなったと思う。 

 
■ 工場に対して不安や疑問に思っていることはありますか？ 
 

ある ない 両方 
１名 ５名 １名 

 
■ 当日は、どのようなことをお聞きになりたいですか？ 
 
・下請け会社は何社ぐらいか？ 
・主に何を作っているか？ 
・１日の車の出入りは何台か？ 
・何年か先の話として移転の話はあるのか？ 
・全般的に工場内が安全かどうかについて。 
・見学  ・雇用  ・エコ 
・工場エリア内での仕事内容について。 

 
■ 工場周辺及び工場内に太陽光パネルが設置されていることを御存知ですか？ 
 

はい いいえ 
３名 ４名 

 
■ 工場が開催しています夏祭りや秋祭りに、御参加されたことはありますか？ 
 

はい いいえ 
６名 １名 

 
■ 化学物質に対してどのようなイメージをお持ちですか？ 
 
・不安と思うくらい。 
・眼に見えない物質のため恐いイメージあり。 
・きちんと管理され安全に使われていればよい。 
・どのような化学物質か分からないが、特に心配なことはない。 
・怖いのが本音。 
・人体に影響がある物質。
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３．三菱電機㈱名古屋製作所における対話事例 

 

３．１ 実施概要 

 
■ 開催場所  ： 三菱電機㈱ 名古屋製作所 FAコミュニケーションセンター 

（愛知県名古屋市東区矢田南５－１－１４） 
 
■ プログラム ：  
 

13:30～  開会（資料確認、挨拶等） 
13:35～  オリエンテーション 
13:45～  工場の概要の説明（三菱電機㈱名古屋製作所） 
13:50～  工場見学 

        （休憩） 
15:10～  化学物質のリスクに関する説明（化学物質アドバイザー） 
15:20～  環境への取り組みについての説明（三菱電機㈱名古屋製作所） 
15:40～  意見交換 
16:30～  閉会 

 
■ 配付資料  ：  
 
   三菱電機㈱名古屋製作所 三菱電機名古屋製作所の概要 
               三菱電機名古屋製作所の環境への取り組み 
               三菱電機株式会社名古屋製作所環境レポート 2008 
   化学物質アドバイザー  化学物質のリスクの考え方 
   意見交換用メモ 、 アンケート 
（参考資料） 

   三菱電機㈱会社案内パンフレット 、 化学物質とわたしたち（名古屋市） 
   かんたん化学物質ガイド 

（わたしたちの生活と化学物質、 

塗料・接着剤と化学物質） 

   化学物質アドバイザー 
パンフレット 

 
 
 
 
 
 
                          会場風景
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３．２ 参加者・会場レイアウト 

 
■ 意見交換参加者      計 １９名 
 ○ ファシリテーター     坂部孝夫 氏  １名 
  ○ 化学物質アドバイザー    山本倫久 氏  １名 
  ○ 地域住民（矢田学区）            １０名 
○ 名古屋市（環境局地域環境対策部主幹、東保健所生活環境課長）  ２名 
○ 三菱電機㈱名古屋製作所 
（総務部長、総務課長、安全衛生課長、生産システム推進部長、 
環境管理課長）        ５名 

 
■ 傍聴者       計 １６名 
 ○ 名古屋市内事業者        ８名 
 ○ なごや化学物質リスクコミュニケーション懇談会委員    ２名 
 ○ 行政・法人        ６名 
 
■ 会場レイアウト 
 
 

フ：ファシリテーター 
ア：化学物質アドバイザー 
住：地域住民 
市：名古屋市 
事：三菱電機㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スクリーン

↓ 傍 聴 席 ↓

市市

住住

住住

フフ アア

住住 住住 住住 住住 住住 住住

事事

事事

事事

事事

事事

市市

住住

住住

事

務

局

事

業

者
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３．３ 開会 
 
 名古屋市の進行のもと、資料確認、挨拶、本日の予定、ファシリテーターならびに化学

物質アドバイザーの紹介を行いました。 
 
■ 三菱電機㈱名古屋製作所長 挨拶 
 

本日はお忙しいところ名古屋製作所にお越しいただきまして、誠にありがとうござ

います。本日の化学物質モデルリスクコミュニケーションは、名古屋市様より市内の

事業者で一回目が開催され、我々で二回目となりますが、初めての経験ということで

行き届かないところがあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 
名古屋製作所では制御装置やロボット等の工業用製品を作っている工場であり、製

品としては皆様には馴染みの薄い物が多いと思います。そういった中で、本日は環境

に関する設備を御視察いただくということで、忌憚のない御意見をいただければと思

います。 
本日はよろしくお願いいたします。 

 
■ 名古屋市環境局地域環境対策部主幹 挨拶 
 

本日はお忙しいところ御参加いただきまして、誠にありがとうございます。開催に

当たり、矢田学区連絡協議会会長様をはじめ住民の皆様、三菱電機㈱名古屋製作所の

皆様には多大なる御尽力をいただき、心より御礼を申し上げます。 
さて、この会には「モデルリスクコミュニケーション」という聞き慣れない言葉が

ついていますが、簡単に申しますと、住民、事業者、行政が情報を共有し、意思疎通

を図る取組のことを「リスクコミュニケーション」と呼んでいます。名古屋市では、

事業者による化学物質管理の一環としてこの「リスクコミュニケーション」を推進し

ており、本日はそのモデル事業として、三菱電機様の御協力の下、実施させていただ

くことになりました。 
本日この後、工場見学や意見交換等を予定していますが、会の円滑な運営のため、

司会進行役のファシリテーターとして坂部様、化学物質に関する解説役のインタープ

リターとして山本様に御協力をいただいています。皆様方の力をお借りしながら、本

日のこの会が矢田学区の皆様と三菱電機様との意思疎通の一助となり、また、御参加

いただきました皆様方の参考になれば幸いです。 
本日はよろしくお願いいたします。 

 
 
３．４ オリエンテーション 
 
 ファシリテーターの進行のもと、ファシリテーターよりリスクコミュニケーションにつ

いての説明を行い、その後、参加者の自己紹介を行いました。 
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３．５ 工場の概要の説明 
 
三菱電機㈱名古屋製作所より、名古屋製作所の概要についての説明を行いました。 

 
■ プレゼンテーション資料 
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３．６ 工場見学 
 

A班、B班の２班に分かれ、塗装ブース、省エネクリーンルーム、ボイラー室、一般廃棄
物焼却炉、FAコミュニケーションセンターショールームの見学を行いました。 
 
 
３．７ 化学物質のリスクに関する説明 
 
三菱電機㈱名古屋製作所と地域住民にとって、化学物質管理を題材にしたコミュニケー

ションは初めてのことであるため、地域住民が三菱電機㈱名古屋製作所の取組を理解する

ための基礎的情報の提供として、化学物質アドバイザーより化学物質のリスクの考え方に

ついての説明を行いました。 
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■ プレゼンテーション資料 

1 2

3 4
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5 6

7 8
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9 10

11 12
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３．８ 環境への取り組みについての説明 
 
三菱電機㈱名古屋製作所より、環境への取組についての説明を行いました。 

 

■ プレゼンテーション資料 
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３．９ 意見交換 

 
 

ただいまより、皆様と意見を交換しながら、リスクコミュニケーションを

進めていきたいと思います。三菱電機㈱からの説明や工場見学で、御感想

や御質問、聞き洩らしたこと等ありましたら御発言をいただきたいと思い

ます。 
 
 
（１）臭いについて 
 
 

塗装ブースではガーゼのマスクをしましたが、さほど臭うものでもなく、

努力されていると感じました。 
 
 
 

塗装ブースの前あたりで臭いをきつく感じました。作業者は頭痛とかしな

いのでしょうか？ 
 
 

臭いは化学物質なので個人差もあると思います。塗装ブースでは可能な限

り臭いが外へ出ないように局所排気装置を設置し、ブース内の作業者には

防毒マスクを着用させています。 
また、例えばペンキ塗り等で有機溶剤を使う作業や騒音が大きい作業には、

法律で規制があります。労働安全衛生法に該当する有機溶剤作業に従事し

ている作業者には、半年に一度の健康診断を義務付けており、問題のない

ことを確認し、継続しています。 
 

臭いについては、個人差があること、時に人間の嗅覚は機器類より分析能

力が優れているほど敏感であること、臭いに慣れるということ等がありま

す。例えば、塗装ブースの臭いを半分に減らしても、減らした実感がない

こともあり、具体的な数値で申しますと、「97％カットして半分に減った
実感がある」というウェブナー・フェフナーの法則というものがあります。

特に初めて入った場所では、少しの化学物質でも敏感に感じることもある

と思います。その一方で、作業者のように長時間作業していると臭いに慣

れるということもあります。 
 

住民Ａさん

住民Ｂさん

三菱電機㈱

化学物質

アドバイザー

ファシリテーター
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（２）化学物質の安全管理について 
 

この工場で使われている化学物質が周辺地域へ漏れた時の危険性につい

て、また、そもそもそういう危険な化学物質があるのかお聞きしたいです。

もし漏れた時に、どのような状況になるのかもお聞きしたいです。 
 

例えば PRTR対象物質で排出量の多いエチルベンゼン、キシレン、トルエ
ンは塗料の希釈剤として液体の混合物の形で購入していますが、液体のま

ま周辺地域へ漏れることはありません。これらは気体、つまり、ガスとし

て排出されますが、作業環境中の濃度測定では、有害でない程度に抑えら

れていることを確認しています。これらが大気へ排出、拡散されるため、

周辺地域の方へは問題はないと考えています。 
 
 

災害や事故が起きた場合はどうですか？ 
 
 
 

塗料は必要量だけをスプレーガンに入れて作業しています。漏れても塗装

ブースの中で食い止めるよう流出防止の吸着マットを備え付けたり、防液

堤を作る等、排水溝にも流れ出ない対策をしています。 
 
 
 

工場内の看板に「平成９年から無事故」とありましたが、事故というのは

どういう範囲のことですか？ 
 
 

我々の工場ではここ 10 年ほど大きな事故は発生していません。大きい、
小さいがどういうことかと申しますと、災害の言葉で「休業災害」や「不

休災害」という言葉があります。前者はケガをして休業に至る災害で、後

者はケガをしても程度が低く休むまでには至らない災害のことです。具体

的には 1997年に休業災害が 1件発生して以降、現在に至るまで休業災害
はありません。災害がゼロになったわけではありませんが、切り傷や火傷

程度で終わっている状態を無災害日数、無災害時間と呼んでいます。名古

屋製作所としては、１つの不休災害も出さない完全無災害を我々の目標と

しています。 
 

住民Ｃさん

三菱電機㈱

住民Ｃさん

三菱電機㈱

住民Ｄさん

三菱電機㈱
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（３）従業員数について 
 
 

工場見学をして、機械に人間が使われているように感じました。従業員数

は何人ですか？ 
 
 
 

現場の作業者の人数については公表していませんが、間接部門も含めた名

古屋製作所全体でいうと、従業員は約 2,000人います。 
 
 
 
（４）経営状態について 
 

昨日テレビで見ましたが、今日本国内が苦しんで見えます。日立、東芝、

ソニー、パナソニックでは今年度は赤字になっていますが、三菱電機だけ

は黒字になっています。これは様々な面で工夫されているからでしょう

か？ 
 
 

化学物質の話とは異なりますが、回答は可能でしょうか？ 
 
 

他社については分かりませんが、当社のことに限らせていただきますと、

現時点では、今年度純利益で 100億円確保できる見通しです。過去の事業
努力の積み重ねであり、他社とは比較しにくい点がありますが、結果とし

て赤字にならない形で頑張っています。 
 
 
（５）製品中に含まれる希少金属について 
 

携帯電話の基板も作られているようですが、日本は金の含有量世界一だそ

うで、そういう中で使われている希少金属を取り出す研究はされています

か？ 
 
 

住民Ｄさん

三菱電機㈱

住民Ｅさん

ファシリテーター

三菱電機㈱

住民Ｆさん
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名古屋製作所の中ではそういう研究はしていません。三菱電機の他場所の

状況は、この場では把握できていません。 
なお、名古屋製作所ではプリント基板は作っておらず、購入した基板にチ

ップ等を載せる工程を行っています。この中で、稀少金属を含むプリント

基板の不良品等は有価物となるため、リサイクルを行っています。リサイ

クルは所内ではできないので、専門業者に引き取ってもらっています。 
また、エアコンやテレビのようなリサイクルが義務付けられている商品に

ついては、他の電機メーカーと共同でリサイクルセンターへ一括回収して、

例えば樹脂と金属を分離し、樹脂は樹脂でリサイクル、金属は鉄等に分け

てリサイクルしています。ただ、名古屋製作所で作っている製品にはそう

いうシステムはないため、今後そういった動向にあわせて準備をしていか

なければならないと考えています。 
 
（６）土壌汚染について 
 

大きな工場が他に転用する場合、ほとんどといっていいほど PCB、ダイ
オキシン、ヒ素が地中から出てきており、それらを処理して他に売却をし

ているようです。先ほどのお話ではそのようなことはないとのことでした

が、どこの会社もないといいながら最終的にはあったので、三菱電機でも

十分管理をお願いします。 
 

土壌については、構内を自主調査し、基準値未満であることを確認してい

ます。現在、移転の計画はありませんが、実際に工場を立ち退く際には市

条例に定められた土地改変時の方法・項目に従った土壌調査を行います。

現時点では工場建屋下の土壌調査等行えていない場所に関しては判らな

い状況です。ただ、現状では可能な範囲での分析調査を行い、土壌、地下

水、井戸水について問題が無いことを確認しています。 
PCBについては、所内で変圧器を作っており、PCBを含んだ古い変圧器
や微量 PCB 等、適正に保管ならびに管理していますが、今後も十分注意
していきたいと思います。なお、国の方で PCB の廃棄方法が決まれば、
それに従って適正に処理したいと考えています。また、高濃度PCBは2009
年度から豊田市にある JESCO（日本環境安全事業㈱）にて処理する計画
になっています。 

 

三菱電機㈱

住民Ｃさん

三菱電機㈱
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（７）散歩するコースについて 
 

いつも健康のために工場周辺を散歩しています。環状線を通るのがいいの

か、矢田川の河川敷や小学校の方を通るのがいいのか、どちらがいいでし

ょうか？ 
 
 

工場に並行している環状線は交通量も多く、排気ガスも出ています。今で

は自動車も排気ガスの規制が進み改善されてきていますが、河川敷を歩か

れた方が健康によろしいかと思います。 
 
 
（８）ゴミの処理について 
 

ゴミの焼却炉が１年後になくなり、その後は名古屋市へ委託されるという

お話でした。今名古屋市もゴミ問題で苦労していると思いますが、新しい

施設ができるのでしょうか？ 
 

現在、名古屋市では皆様の分別のお陰でゴミもかなり減ってきています。

名古屋市の焼却工場は、現在４つが稼動しています。来年度はそのうち１

つが閉鎖しますが、その代わりに新しい工場が稼動します。三菱電機で焼

却されているゴミは産業廃棄物ではなく事業系一般廃棄物です。事業系一

般廃棄物は市町村が処理する義務になっており、今後は名古屋市で処理す

ることになります。 
 

事業系一般廃棄物ですが、新聞紙や雑誌は古紙としてリサイクル業者に出

しています。今焼却炉で燃やしているものはリサイクルできない紙であり、

工場内で多く出ているため、分別することで、焼却する紙を減らす努力を

社員全員で行っています。今後もこれまでと同様に分別を徹底し、さらに

推進することで、名古屋市へ御迷惑がかからないように、減らしていきた

いと考えています。 
 

三菱電機には大規模工場のため様々な規制がかかっていますが、自主管理

を含めきちんと対応いただいていると認識しています。規制対象として報

告や定期的な立入検査を行っていますが、今のところ問題はないと思いま

す。もし、工場の周辺で気になる臭い等ありましたら、保健所へ御連絡下

さい。原因を調査して適切に対応していきたいと思います。 

住民Ｂさん

名古屋市

住民Ｇさん

名古屋市

三菱電機㈱

東保健所
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お時間となりましたので、本日は終了させていただきます。これからも地

域住民、三菱電機、行政の皆様が同じ目線になって、よりよいコミュニケ

ーションができることを願っています。私も皆様と再会できることを楽し

みにしていますので、どうぞ皆様もお元気で、矢田地区を盛り上げていっ

て欲しいと思います。本日はありがとうございました。 
 
 
３．10 閉会 
 
名古屋市の進行のもと、本日のプログラムのまとめとアンケートの協力のお願いを行い

ました。 
 
 
 

ファシリテーター



27 

４．参加者の評価・感想 

 
４．１ 参加者への事後アンケート調査 

 
 リスクコミュニケーションに出席した感想やその効果を確認するため、意見交換終了後

に、名古屋市より参加者に対してアンケート調査を実施しました。 
 
■ あなたは？ 
 

項  目 回答数 
矢田学区住民 ９名 
事業者（三菱電機㈱以外も含む） ７名 
行政関係 ５名 
その他 10 名 

合  計 31 名 
 
■ この会に参加して、三菱電機㈱名古屋製作所の概要について理解できたか？ 
 

項  目 回答数 
よく理解できた 11 名 
だいたい理解できた 19 名 
理解できなかった ０名 

合  計 30 名 
 
■ それぞれのプログラムについて 
 
（１）工場概要説明 
 

項  目 回答数 
よく理解できた 11 名 
だいたい理解できた 19 名 
理解できなかった １名 

合  計 31 名 
 
  ○ 意見・感想 
   ・内容量の割りには時間が短かったためか、早口に感じた。 

・聞きなれない用語等があると理解しづらかった。 
・環境問題への取組が意欲的に感じた。 
・製品は専門的であり理解まではできなかったが、立地、歴史等は概ね理解できた。 
・内容が豊富であり、十分な理解ができない部分があった。 
・環境に関する事業でペットボトルと紙コップを再考された方がよいと思う。 
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（２）工場見学 
 

項  目 回答数 
よく理解できた ８名 
だいたい理解できた 21 名 
理解できなかった １名 

合  計 30 名 
 
  ○ 意見・感想 

・カタカナが多くて難しかった。 
・工場内で人の作業と部品・製品置き場がパーティーションで区分されているとこ

ろが多かった。冷暖房等の空調関連の省エネに努めている姿勢が伺えた。 
・どのような製品を使っているか、一部ではあるがどのような環境で作業されてい

るかが分かった。 
・省エネに対しよく対策をしている。 
・工場従業員全員による対応が好感を持てた。 
・工場見学の前に、少しでもよいので取扱い物質についての説明があれば、もっと

見学のときに注意深く観察できると思う。 
・現場の皆様には大変丁寧に分かりやすい説明をしてもらった。 

 
（３）化学物質のリスク（危険性）に関する説明 
 

項  目 回答数 
よく理解できた 14 名 
だいたい理解できた 14 名 
理解できなかった ０名 

合  計 28 名 
 
  ○ 意見・感想 

・目に見えない化学物質への対応をどうしたらよいのか不安がある。 
・通常リスクの重要度は、影響度×発生可能性で現れるが、化学物質リスクに関し

ては発生可能性の観点はあまり意識されないのか？ 
・冊子を持ち帰って、教育に使いたい。 
・全体的にはよい説明と思うが、工場で使っている物質についてはもう少し詳しい

説明があればよかったと思う。 
・説明する時の声が小さいと思う。 
・その化学物質が漏れたりすると人体にどういう影響があるのか知ることができた

らよかった。 
・簡潔によくまとめられたと思う。 
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（４）環境への取組についての説明 
 

項  目 回答数 
よく理解できた 14 名 
だいたい理解できた 15 名 
理解できなかった ０名 

合  計 29 名 
 
  ○ 意見・感想 

・非常に意欲的と感じた。 
・素晴らしいと思う。 
・投影資料と配布資料が異なっていたので、少々分かりにくかった。 
・大きな問題は無いためと思うが、例えば、キシレンの排出量制限等、規制の無い

項目について、もう少し積極的な取組があってもよいと思う。 
・初めてでもよく説明されたと思う。製品の説明がどうしても多くなるが、排出物

との関係や関連をまとめられたらどうでしょうか？ 
・中には専門的な用語もあったように見えるので、住民の目線で説明するともっと

よいのではと思った。 
 
（５）意見交換 
 

項  目 回答数 
よく理解できた ９名 
だいたい理解できた 19 名 
理解できなかった ０名 

合  計 28 名 
 
  ○ 意見・感想 

・全員が発言され、会場の雰囲気もよかった。 
・地域の方にはよく分からない言葉が多かったとの意見があった。さらなる工夫が

必要かと感じた。 
・私自身が当たり前と思っていたことでも、人によっては難しいと感じることがあ

ると思った。 
・地域の方の理解を深めるため、フォローアップのリスクコミュニケーションも必

要かと思う。 
・地域の方にとっては、臭いや土壌にも関心が高く、説明がなかった点についても

質問が出てよかったと思う。 
・化学物質に関する事項にもう少し焦点を当てるとよいと感じた。 
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■ 全体について 
 

項  目 回答数 
非常に有意義だった 15 名 
まあまあ有意義だった 13 名 
有意義ではなかった ０名 

合  計 28 名 
 
  ○ 意見・感想 

・説明中はなるほどと聞いているが、実際には自分の中で消化されていないように

も感じ、専門的な事はよく分からないというのが実情である。 
・工場通路等きれいに清掃されていることには感心した。 
・内容量の割には時間が短く、全体的に時間に追われている感じがした。 
・化学物質と三菱電機の工場がどうつながっているのか分かりにくかった。各々の

説明は分かりやすかった。 
・地域の方にとって、何回か実施されないと分からないことばかりだと思うが、質

問にもあったように分かりやすい言葉をできるだけ使えるように心掛ける必要が

あると思う。 
・事業者と住民とで化学物質について情報量や理解力に差があると感じたので、こ

の差を埋めないことには円滑なコミュニケーションを進めることは難しいと思う。 
・最初の取組なので仕方ないと思うが、今後、さらにコミュニケーションというこ

とに関して深まるともっといいなと思う。 
・地域住民だけでなく、一般市民の参加の可能性も考えて欲しい。 
・実質１回目のリスコミと考えれば、住民の方にとっては一定以上の成果は得られ

たのではないかと思う。 
・地域の方に説明する機会は多くないので、よい機会であったと思う。 
・工場に帰り、色々と活かしたいと思う。 
・周辺住民の皆様の生の意見や考えを聞くことができ、今後の事業活動の参考にな

った。 
 
■ 今後、このような機会があれば参加したいか。 
 

項  目 回答数 
ぜひ参加したい 14 名 
時間があれば参加したい 15 名 
参加したくはない ０名 

合  計 29 名 
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４．２ ファシリテーターの評価・感想 

 
 三菱電機㈱名古屋製作所でのリスクコミュニケーションは大成功に終わったと考えてい
ます。第１に、住民の方々全員が発言するように誘導したところ、感想、疑問等を、自分
の日常生活という目線から、町内会長の方をはじめ、女性の方々まで全員残らず発言して
いただいたことであります。２番目は、発言者が硬くならず、専門性の高い内容にならず、
住民、企業、行政が同じ目線で意見交換されたことにあります。特に、企業側からの説明、
化学物質アドバイザーの説明では、住民に分かりやすい言葉で、ゆっくりと説明されたこ
とが印象に残りました。３番目は企業側の準備が周到であったことが印象的で、成功に終
わった重要なポイントと考えます。工場見学では、部署部署の責任者が表やグラフをパソ
コン上に表示する等丁寧に説明し、環境への取組は全社をあげて実施していることを印象
付けました。 
最後の４番目ですが、『和やかなうちに終了したこと』であります。これはコミュニケー

ションで最も重要なことであります。矢田地区住民と三菱電機㈱、行政とのリスクコミュ
ニケーションは、今回初めて実施されたものです。この第１回目が成功するか否かは、今
後も定期的にコミュニケーションが継続していくカギになるのです。もうリスクコミュニ
ケーションは実施したくない、参加したくない、企画したくないと思われたら、それは失
敗です。今回のように、『和やかなうちに終了したこと』は、必ずや第２回目のリスクコミ
ュニケーションが開かれることと確信します。その訳で私は最後の挨拶で「皆様と再会で
きることを楽しみにしています。」と申し上げたのです。 
皆様が、リスクコミュニケーションを体験したことを契機に、さらなる環境への関心を
持ち、環境への取組、参加をされることを期待しています。 
 

 

４．３ 化学物質アドバイザーの評価・感想 

 
はじめて行われたリスクコミュニケーションとしては、関係者間で適切な情報を共有で
きたこと、住民の関心が高い事柄を中心に意見交換が行われたこと等から、関係者それぞ
れに一定の成果が得られたものと思われます。初めての顔合わせで行われる場合には意見
が広がりやすい傾向にありますが、より化学物質に関する事柄に焦点をあててリスクコミ
ュニケーションが行われると、当初の目的にあったさらに高い成果が得られるのではない
かと感じました。 
化学物質アドバイザーとしては、会の冒頭で化学物質のリスクの考え方についての解説
を行ったこと、また意見交換の場で臭いに関する説明を行ったことにより、参加者の化学
物質に関する理解の促進に微力ではありますが貢献できたのではないかと感じています。
その一方で、意見交換の場において、より主体的かつ積極的に発言することで、化学物質
アドバイザーとして本会に貢献する余地もあったのではないかとも感じており、この点の
改善を検討していきたいと考えています。 
今後も、地域におけるさらなる信頼関係を構築していくために、また化学物質管理をさ
らに促進していくために、今回を契機として、関係者間で相互理解を深めるリスクコミュ
ニケーションを継続して実施していくことが望ましいと考えます。 
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４．４ 名古屋市環境局地域環境対策部の評価・感想 

 

今回のリスクコミュニケーションモデル事業は、名古屋市としては二回目の実施でした

が、三菱電機㈱名古屋製作所に積極的に取り組んでいただいたおかげで無事に終了するこ

とができ、ほっとしました。 

「化学物質」という住民の方にとってなじみの薄いテーマを中心としたため、「難しくて

よく分からない」といった声もありましたが、ファシリテーターの適切な司会進行とイン

タープリターの解説により、円滑な意見交換ができました。 

塗装ブースや省エネクリーンルーム等の工場見学や、事業概要等に関する担当者からの

説明は、三菱電機㈱名古屋製作所が日ごろ行っている環境保全に関する取組や熱意を直接

住民に伝えるよい機会であったと思います。また、意見交換からは、住民の三菱電機㈱名

古屋製作所に対する普段からの信頼感の深さが感じられました。 

今回、リスクコミュニケーションを実施してみて、一度で十分な情報共有、理解を得る

ことは難しいことも分かりました。三菱電機㈱名古屋製作所には、この経験を活かして、

今後も地域との共存を目指したリスクコミュニケーションを継続していただけることを期

待しています。また、このモデル事業を参考に、事業者における自主的なリスクコミュニ

ケーションが市域全体に普及することを期待しています。 

 

 
４．５ 三菱電機㈱名古屋製作所の評価・感想 

 
私たちは名古屋の企業市民として、近隣自治会への当社秋祭りの御案内、体育館・グラ

ンドの開放、地域のグリーン活動への参画、工場周辺の清掃活動、地域の里山保全活動、

市内の小中学生を対象とした工場見学会等積極的に推進いたしています。 
しかし、工場近隣の皆様に対して今回のような化学物質管理に着目した御説明及び工場

見学の場を持つという機会は、ほとんどありませんでした。 
今回、私たちにとって初めての化学物質リスクコミュニケーションでしたが、矢田学区

の皆様、行政、事業者が化学物質に関する情報を共有し相互理解を深めることができ、非

常に有意義であったと思います。 
特に意見交換を通じて、皆様が日頃どのようなことに関心があり、また不安に思われて

いるか等、率直な御意見や御質問を多数いただき、改めて地域とのコミュニケーションが

重要であることを実感いたしました。今回の経験を活かし地域の皆様とより深い信頼関係

を築きながら、弊工場の化学物質管理ならびに環境保全活動に取り組んでまいります。 
 
 
 

以上 


